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看護研究の種類
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• 1820-1910
• イギリスの看護婦、社会起業

家、統計学者、看護教育学者。
近代看護教育の母。

• 国際看護師の日(5月12日)：
彼女の誕生日

• 1860年看護学校設立

フローレンス・ナイチンゲール
(Florence Nightingale)

看護とは
健康と能力の防護・促進・適正化であり,病いと損傷の予防であり,人間
の反応の診断と治療を通しての苦しみの緩和であり,故人・家族・地域
社会・対象集団のケアにおける擁護である。(米国看護師協会,2010b)



看護研究
目的と意義
「実践している看護の評価をもとに新た
な看護を創造したり、看護の質向上を図
る」”看護の質の向上をはかる知の創造”
として研究に取り組む

対象
患者,家族,ヘルスケア提供者

定義
エビデンスに基づく看護に直接に影響を
与える既存の知を検証および洗練し,また
そのような影響を与える新しい知を創生
する科学的プロセスである。

EBMに基づく研究
看護の究極の目標は,患者,家族,ヘススケア
提供者,そしてヘルスケアシステムのため
に質の高い成果を増大するエビデンスに基
づくケアを提供することである. 



看護研究の発展の歴史

ナイチンゲールが患者
の死亡率に関する探索
を行って看護教育に関
する研究までゆっくり
と進展していった。

1930年代と1940年代

看護師ならびに看
護の役割が研究の
焦点であった。

1950年代と１960年代

質の高いヘススケアを提
供するために最新・最善
の研究エビデンスを用い
て,看護のためのエビデン
スに基づく実践を開発す
ることである。

21世紀

看護実践を改善すること
を目的とした研究をデザ
インするようになった。

1970年代後半1980年代

看護介入の有効性の
検討と患者成果の調
査を注目した。

1990年代
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EBNとは

EBNと看護

EBNの重要性
EBN(エビデンスに基づく看護)は、患者さんに対して最善のケア
を提供するための手段であり、看護の熟練者の経験と知識に基づ
いて行われてきた従来のケアに代わり、現時点で得られる最善の
科学的なエビデンス(根拠)を活用して個々の患者さんにとって最
善のケアを提供していこうとするものである。

医療を受ける時に、できるだけ効果のある治療を受けたいのは当
然のことだと思います。この「できるだけ効果のある」治療を探
す指標としてエビデンスは利用されています。今まで行われた多
くの研究結果に基づいて適切な治療が選択され、患者さんに提供
されています。

ケアの質を確保し、看護の専門性および看護学を確立してい
くためには、いつでも、どこでも、誰でもが活用できる科学
的に立証されたケアを形として残し、それを使っていく努力
が、看護職に求められている。

EBNに基づく看護研究

➀問題を明確にする
②文献を探す
③文献を批判的に吟味する
④患者への適応を検討する
⑤アウトカムを評価する

EBN実践のための5段階
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研究結果がエビデンスとして患者さんに利用できるかどうかを
「専門的知識」,「資源」,「患者・家族の意向」などの視点から
熟考した上で判断する。

該当する文献の研究結果がエビデンスになりうるかを適切に評価する(妥当
性,目的の明確さ,研究方法,データ収集の方法,データ分析の厳密性など)。

エビデンスとなりうる情報源を系統的に探すことである.つまり,文献データベース
の活用が必要である。

効率的にかつ有効的に文献検索するためには,検索すべき課題について明確な言葉で表す。

EBN実践のための5段階

エビデンスを患者ケアに導入した結果はきちん
と記録し,評価する。

EBNに基づく看護研究

01問題を明確にする。
02 文献を探す。
03 文献を批判的に吟味する。
04 患者への適応を検討する。
05 アウトカムを評価する。



最善の研究エビデ
ンス

臨床専門能力

患者(家族、ヘル
スケア)のニード
と価値観

エビデンスに基づく実践

EBNに基づく看護研究



量的研究/質的研究

量的研究

質的研究

生の経験を記述し,それに意味を付
与するために用いられる論理的に厳
密で,相互作用的で,ホリスティック
で,主観的な研究研究アプローチで
ある。

変数を記述し,関連を検討し,因果
関係を調べるための,論理形式の
整った客観的で系統立った方法論
である。

仮説→データ収集→検証

質問紙インタビュー→逐語録→分析
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